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1 ヤ セの出現時期1.ヤマセの出現時期
2. オホーツク海高気圧の動向
3 梅雨明けの遅速3. 梅雨明けの遅速
4. いま起ころうとしていること？





ヤマセ日の抽出

八木澤,2010：修論
2. ヤマセの出現時期

ヤマセ日の抽出

菅野（1993），昆（1984），古村（2003）のヤマセの定義を参考にした．

①八戸と宮古のいずれかにおいて，最多風向が
北から南南東の偏東風であること

②八戸と宮古における日平均気温の２地点平均
平年偏差が－１℃以下であること

③北高型の気圧配置であること



ヤマセ日数の経年変化

1960年代～1970年代半ば
安定期安定期

1970年代半ば 2000年代1970年代半ば～2000年代
不安定期

東北地方夏季平均気温偏差

（八木澤,2010）

東 方夏季平均気温偏



ヤマセ出現時期の変化

1970年代後半から1980年台おわり1970年代後半から1980年台おわり

6月から7月上旬にかけてヤマセ出現のピーク

1980年台おわりから2000年代

7月中旬から下旬にかけてヤマセ出現のピーク

6月の出現が大幅に減少

8月にもヤマセが出現するようになる

（八木澤,2010）



ヤマセに伴う降水量と日照時間の変化

ヤマセに伴う降水量が増加し，日照時間も減少してきている

ヤマセに伴う降水量と日照時間の経年変化



ヤマセに伴う降水量の変化

年代別にみたヤマセの降水量分布図年代別にみたヤマセの降水量分布図

（八木澤,2010）



ヤマセに伴う日照時間の変化

1990年あたりから，降水量が増加し日照時間が減少する，
「湿った」ヤマセが増加している

その変化の原因は何か？

年代別にみたヤマセの降水量分布図

その変化の原因は何か？

年代別にみたヤマセの降水量分布図

（八木澤,2010）



オホーツク海高気圧の定義

3. オホーツク海高気圧

北緯４３度～６０度、
東経１４０度～１６０度

「オホーツク海上に中心をもち，その高気圧の曲率をもつ等圧線

がオホーツク海を半分以上覆う高気圧」と定義

オホ ツク海高気圧の長期出現傾向

海を半分 覆う高気 」 定義

オホーツク海高気圧の長期出現傾向．
石川卓（2009年卒論）



オホーツク海高気圧の出現時期

1970年代後半から1990年代前半

6月中旬～7月上旬にオホーツク海高気圧出
現のピーク

1990年代初めから2000年代

7月中旬～7月下旬に出現のピーク

オホ ツク海高気圧の出現時期の変化とともにオホーツク海高気圧の出現時期の変化とともに
ヤマセの出現時期も変化してきている

（八木澤,2010）



梅雨期間の経年変化（1951 2011）
4. 梅雨明け

梅雨期間の経年変化（1951-2011）
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梅雨明けが特定できず気象庁統計



梅雨明け前後の変化は明瞭というのが常識だったが
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8月気温の経年変化

1940年代は北暑南冷型が卓越
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まとめまとめ

１．ヤマセ日は1976年以降増加し年々変動の１．ヤマセ日は1976年以降増加し年々変動の
不安定期に入った。

2．ヤマセ日は1990年頃を境に、6月下旬～7月
時 が上旬から7月中旬～下旬にその出現時期が

移動した。
3 ｵﾎｰﾂｸ海高気圧の出現数にも同様の傾向3. ｵﾎｰﾂｸ海高気圧の出現数にも同様の傾向

が認められる。
4． 出現時期のシフトに伴ってヤマセの湿潤寡照出現時期のシフトに伴 てヤ の湿潤寡照

傾向が顕著となった
5. 以上の傾向から梅雨明けの不明瞭化、ある

は り梅 傾向が強ま るいは戻り梅雨傾向が強まっている。
6. 気団論等から1940年代との類似性を検討する

必要がある必要がある。


